
 製造現場の生産性向上を図るために、整理、整頓、清掃、清潔、躾の向上

を推進する手法で、イニシャルをとって『５（つの）Ｓ』と呼ばれています。

５Ｓ活動は、全員参加・全員実践が基本で、企業の組織体質的な問題をボト

ムアップで解決しようとする活動です。５Ｓは工場の合理化・生産性向上の

特効薬と言われ、今も昔も製造業の必須テーマとなっています。目的は【Ｐ

ＱＣＤＳ】が上げられます。 

５Ｓ活動支援 

支援ナビ ⑨ 

整理、整頓、清掃、清潔、そして躾へ 

ボトムアップの企業体質改革の手法 

発行：中小機構 支援機関サポート課 ※無断転載・複製を禁ず 

◆Ｐ：Productivity（生産性向上） 

切替え時間の削減に大きな効果があります。金型はすぐ取り出せるか、工具を探
す手間はないかなど、５Ｓで作業しやすい環境を実現します。 

◆Ｑ：Quality（品質向上） 

不良を出す機械や行動を徹底的に排除する仕組みが作れます。 

◆Ｃ：Cost（コスト低減） 

作業の効率を大幅に向上させます。要らないものが片付いて、物の運搬がスムー
ズ、きれいな機械は故障知らずで稼働率向上です。 

◆Ｄ：Delivery（納期順守） 

見える管理の徹底で、人・もの・機械が順調で納期遅れを出しません。 

◆Ｓ：Safety（安全作業） 

５Ｓが維持された仕事場は、ヒヤット対策を実施しケガや災害を発生させません。 



業務の定義： 工場、事務所、倉庫を対象とした５Ｓ活動を実践し、ＰＱＣＤＳの直接的成果を上げると同時
に、社内のコミュニケーション向上、現場マネジメントの確立等を進める活動支援。 

業務の目的： ５Ｓ活動を企業の日常業務の中に定着させ、企業が自主活動として５Ｓを推進でき
るようにすること。 

成果目標  ： ５Ｓ活動により、生産性、製品品質、コスト、納期対応、作業安全が向上すること。 

整理・整頓の実施は総論では誰も反対しませんが、実際行動を起こすとなると各論で反対意
見が多く、不要品（在庫、設備、什器・備品等）を一切廃却できないケースもあります。活
動全体を経営トップが統制し、職場毎にリーダーを配し、活動を進めながら諸々の規定や基
準を作成するなど、全員が納得して実践するスキーム構築と運営が支援の中心です。 

支援機関指導員は、５Ｓ活動推進のスキームを構築し活動

全体の運営を支援します。右図に示すように全社活動の事

務局の位置付けで、５Ｓ活動のＰＤＣＡの定着を図ります。 

スキーム構築で大切なことは、５Ｓ活動は全社方針として

取組むことです。経営者や工場長が実施責任者になり、全

従業員に参加を要請します。実際の活動は、全員参加のボ

トムアップ活動です。活動の主役は現場の従業員で、まと

め役が職場リーダーです。職場リーダーがコミュニケー

ションを深め、チームが一体となって活動するという雰囲

気づくりを進めます。 

全社活動では、活動中の方向修正は困難ですから、当初の

段階で、緻密なスキーム構築、経営陣の役割、スケジュー

ル調整等を実施することが特に重要です。 

５ Ｓ 活 動 支 援 の ポ イ ン ト  
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５Ｓの推進には各論では反対意見が続出し、「保留」「黄札」「一時保管」等の暫定対策を求め

られるケースが多く、これらは５Ｓ活動の阻害要因になります。この問題解決には、社内で徹底

的に議論し、対策を見つけていく作業を継続すること以外にありません。経営者の熱意と根気が

重要です。  

また、５Ｓの実践は、従業員の仕事意識の変革や職場リーダーのマネジメント力向上など、人的

能力面での効果が期待できます。人材能力向上、職場の風通し・コミュニケーション活発化、仕

事の見える化、チーム活動の定着などの副次的効果を生み出す推進力は、経営者の強い期待です。

経営者が本気で取組む姿勢を、自分自身の言葉で社内に宣言していただきましょう。 

支援機関指導員は支援に際し、経営者にその重要性を繰り返し説明する必要があります。 
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５Ｓ活動は、「整理」「整頓」「清掃」などのテーマ毎に勉強会を実施します。５Ｓ活動は、意

識付けや心構えに終始したり、従業員各々が自己解釈で取り組むと大きく混乱します。活動の定

義や規定、運用基準を確定しながら全従業員が行動に移します。例えば、「整理」とは「不要な

ものを廃棄すること」と定義され、「不要なもの」とは「長期的（例えば３か月間）に使用され

ていないもの」とされ、廃棄決裁は経営者の役割です。基準や推進手法の狙い・意味を理解し、

長期に活動を継続しようとすれば学習と実践を繰り返す方式が最適です。 

支援機関指導員（または専門家）は、勉強会の講師と進行役を務めます。勉強会が単なる理論学

習にならないように、自社の活動事例を題材としながら理解を深めることが有効です。優れた実

践の工夫は、即日他の職場に横展開されます。 
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全員参加の５Ｓ活動は、整理・整頓・清掃の各段階で【学習（勉強会）⇒試行⇒本格実践⇒
振り返り⇒維持】の５つのステップを繰り返します。この中で、学習・試行・振り返りのス
テップでは、支援機関指導員（または専門家）が活動を指導し、本格実践・維持は、企業の
自主活動が基本になります。本格実践は、職場（グループ）単位の活動となりますから、職
場リーダーの教育も重要な支援課題です。 
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モデルとなる支援プロセス 指導員（一部専門家）による支援の内容 

５ Ｓ 活 動 支 援 の 基 本 手 順  

・経営者のキックオフ宣言 
・「５Ｓ進め方」の学習、手順説明 
・メンバー全員による現場観察 
・要改善場所の指定と定点撮影の指導 

・要改善場所リストの整備 
・「整理の仕方」（赤札作戦）の学習 
・「赤札貼り」の実施 
・不要品、不要設備のリスト化指導 

・「不要品、不要設備の対策」の学習 
・不要品、不要設備のリストの整備 
・不要品、不要設備の処分計画作成 

・「３ム活動」の学習 
・「３ムMemo」作成手順の説明 
・職場毎の３ムMemoの作成 

・定期清掃日、時間の確定 
・清掃場所、清掃方法、担当者の確定 
・清掃の実施と全員参加の課題抽出 

・不要品、不要設備処分の進捗確認 
・看板の活用状況、効果の確認 
・「３ムMemo」の対策確認 
・職場勉強会の実施確認 
・清掃の実施継続確認 
・職場リーダーのモチベーション対策 

等々の企業自主活動の支援 

・「整頓の仕方」（看板作戦）の学習 
・看板製作の手順説明 
・職場ごとの看板製作の指導 
・看板活用効果の確認 

・活動全体の枠組み確定 
・活動目標の設定 
・全体活動スケジュールの確定 
・社内体制の整備 

３回目  不要品、不要設備の対策 

４回目  【整頓】看板作戦の実施 

５回目  ３ムMemoの作成 

６回目  【清掃】実施計画の確定 

７回目  プロジェクト活動中間レビュー 

５Ｓ職場活動の発表会 

１回目  ５Ｓキックオフ、オリエンテーションの実施 

２回目  【整理】赤札作戦の実施 

事前準備 経営者、幹部社員に対する５Ｓ活動の 

       ガイダンス 

（以後、自主活動） 

（自主活動の報告を受けて） 
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Ｑ１：５Ｓ活動は、製造業が対象ですか？ 

Ａ１：製造業の取り組み事例が多いですが、
倉庫や作業場のある小売・卸売業でも、効
果のある改善手法です。靴販売店のように、
短時間で顧客の求めるサイズやデザインの
商品を選ぶ場合、５Ｓは従業員の日常業務
になります。徳用品を購入して小口販売す
る業態、回転率の悪い商品を品揃えする業
態など、企業のビジネスモデルによっては
５Ｓが必須業務となるケースもあります。 

Ｑ２：提案しやすい改善活動ですが、専門家
派遣を活用した方が良いですか？ 

Ａ２：５Ｓは、理論的には簡易でわかり易い
支援テーマですが、企業の体質改善を目指し
た全社活動として取り組むのは、たいへん高
度な支援ノウハウが必要です。実践経験を持
たない支援機関指導員は、コーディネーター
役に徹して、専門家派遣の前後工程に自身の
役割を見出すことが大切です。経験豊富な専
門家の活用をお勧めします。 
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Ｑ３：５Ｓ活動は期待成果として、どのよ
うなものが最もポピュラーですか？ 

Ａ３：設備の入れ替え・導入、倉庫の拡張、
パレット購入等を考える際に５Ｓを導入す
ると、設置スペースが確保され、置き場の
拡張やパレット購入が不要になるケースが
あります。このように経営的に趣旨・目的
が明確な場合は、効果が出やすいです。 

製造現場では、付帯作業が減少し主作業が
増すことで、一日の出来高が増大します。
従業員に聞いても、作業が楽になったと回
答します。わかり易い成果が見えだしたら、
活動は順調に進展します。  

Ｑ４：赤札の貼り方（不要品の見つけ方）に
は、うまい法則がありますか？ 

Ａ４：目の付け所があります。以下のチェッ
ク方法を学習してください。 

①ゴキブリ探し法 
②ゴミ捨て場チェック法 
③ちょっとだけ探し法 
④捨てるにはもったいない物探し法 
⑤注意書き注意法 
⑥以前に決めたところに再注目法 
⑦終業後巡回法 
⑧倉庫チェック法 
⑨上を向いて観察法、下を向いて観察法 

発表会の開催は、円滑な情報共有化とともに従業員・職場リーダーのライバル意識を高めま
す。下図は典型的な発表会の内容です。 

５ Ｓ 活 動 支 援 の ノ ウ ハ ウ （ Ｑ ＆ Ａ ）  

５ Ｓ 職 場 活 動 の 発 表 会  

（担当：事務局） 
発表会をきちんと案内し、重みづけをします。 

発
表
会
の
進
め
方
手
順 

開会宣言 

閉会宣言 

（担当：経営者） 
企業経営者の意向で、開催する旨伝えます。 

社長あいさつ 

（担当：事務局） 
企業全体の活動実績について紹介します。 

活動実績報告 

（担当：各職場リーダー） 
職場毎の活動及び成果を発表します。 

職場活動報告 

（担当：支援機関指導員または専門家） 
支援者の立場で、活動を評価しコメントします。 

活動コメント 

（担当：経営者） 
優れた取り組みの表彰は、波及効果が大きい。 

活動表彰 

中小機構 経営支援部 支援機関サポート課  全国支援ネット統括マネージャー  青木弘一 

地域支援機関等サポート事業 ホームページ 
 http://www.smrj.go.jp/keiei/chiikiryoku/index.html 


